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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 456 △12.1 △57 ― △57 ― △66 ―
22年3月期第2四半期 519 △10.1 △76 ― △76 ― △77 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △2,042.21 ―
22年3月期第2四半期 △2,927.56 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 731 524 71.8 16,191.92
22年3月期 876 588 67.2 18,162.37

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  524百万円 22年3月期  588百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,180 1.2 30 ― 29 ― 20 ― 617.28



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 32,400株 22年3月期  32,400株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  ―株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 32,400株 22年3月期2Q 26,400株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
業績予想の前提条件及びその他関連する事項については、添付資料２ページ「当四半期の業績等に関する定性的情報」をご覧下さい。 
なお、業績予想の修正については、平成22年10月29日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、米国の経済不安の影響により、円高が多くの輸出関連企業の予測

を上回る水準で進行しており、依然として不透明な状況が続いております。 

 情報セキュリティ業界におきましても、企業の情報投資を抑制する動きが依然続いており、厳しい受注環境が続

いております。 

 このような状況の中、当社は、「第１回クラウドコンピューティングEXPO」及び「Interop Tokyo 2010」への出

展、ＮＲＩセキュアテクノロジーズ社との協賛による「情報セキュリティ・ソリューションセミナー」を行うな

ど、当社及び当社の製品・サービスの情報発信を強化し、エンドユーザーへの直接アプローチに注力して営業活動

を行ってまいりました。 

 しかし、企業の投資抑制が想定より強く、サービス収入が前年同四半期比 ％増の 千円となったもの

の、商品売上高は前年同四半期比 ％減の 千円となりました。 

 その結果、売上高は 千円（前年同四半期比 ％減）となりました。 

 また、利益面におきましては、引き続き自社製品をメイン商材としたプロダクト・アウト戦略を積極的に推し進

め、売上総利益率の向上に注力したことに加え、業務の効率化やコスト削減により販売費及び一般管理費の低減を

図ってまいりましたが、売上の未達をカバーするには至らず、また、投資有価証券評価損 千円を特別損失と

して計上いたしました。 

 その結果、営業損失は 千円（前年同四半期は、 千円の営業損失）、経常損失は 千円（同

千円の経常損失）、四半期純損失は 千円（同 千円の四半期純損失）となりました。 

  

 事業のセグメントごとの業績の概要は以下のとおりであります。  

  

① マネージド・セキュリティ・サポート・プロバイダー事業（以下、ＭＳＳＰ事業） 

 ＭＳＳＰ事業におきましては、引き続き定常的にサービス提供を行う顧客の獲得に努めるとともに、顧客のニー

ズに即した新たなサービスの開発と、サービス品質のさらなる向上を図ってまいりましたが、受注環境の回復には

いまだ至らず、当第２四半期累計期間の当セグメントの売上高は 千円、セグメント損失は 千円とな

りました。 

  

② ログ・アナリシス・プロバイダー事業（以下、ＬＡＰ事業） 

 ＬＡＰ事業におきましては、前期に引き続きセキュリティ関連展示会で自社製品のログ分析システム

「LogStare」をメイン商材とした販促活動を行い、新規案件の獲得を推し進めた結果、当第２四半期累計期間の当

セグメントの売上高は 千円、セグメント損失は 千円となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

①当第２四半期の財政状態 

 財政状態につきましては、総資産 千円（前事業年度末比 千円の減少）、負債合計 千円 

（前事業年度末比 千円の減少）となり、純資産合計は 千円（前事業年度末比 千円の減少）と

なりました。 

②当第２四半期におけるキャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、前事業年度末に比べ、

千円増加し、当第２四半期会計期間末には 千円になりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、資金は 千円の収入（前年同四半期は、 千円の収入）となりました。これは主に売

上債権の減少 千円及び前受金の増加 千円並びに減価償却費 千円、仕入債務の減少 千円

及び税引前四半期純損失 千円の差額によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、資金は 千円の支出（前年同四半期は、 千円の支出）となりました。これは主に差入

保証金の回収による収入 千円と有形固定資産の取得 千円及び無形固定資産の取得 千円との差額

によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、資金は 千円の支出（前年同四半期は、 千円の支出）となりました。これは割賦債

務の返済によるものです。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

11.8 293,237

36.5 163,325

456,563 12.1

6,474

57,849 76,726 57,807

76,712 66,167 77,287

378,495 27,150

78,067 6,928

731,172 145,114 206,554

81,271 524,618 63,842

83,546 376,125

90,980 14,034

221,615 25,447 24,116 106,834

64,632

5,829 4,821

12,551 14,833 3,444

1,604 51,604
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（３）業績予想に関する定性的情報 

 わが国の景気は、金融危機の影響、世界景気の下振れ懸念など景気の下押しリスクが存在し、長期化する円高の

影響により株式市場の低迷が続いており、依然として不透明な状況が続いております。企業における景況感も依然

として低水準であり、情報システム投資に対する意欲にも同様の傾向が見られます。 

 こうした環境のもと、当社はセキュリティ機器や当社のサービスの販売に注力してまいりましたが、企業の投資

抑制傾向が想定していたよりもより強く、当第２四半期の売上高は、サービス収入が増加しているものの、商品売

上高が振るわず、平成22年５月７日公表の第２四半期累計期間の予想売上高に 千円届きませんでした。 

 下期においては今後の受注は依然不透明なものがあるものの、上半期に展示会やセミナーで獲得したターゲット

案件の受注化を鋭意推進するとともに、引き続き自社製品の販売に注力した営業活動を続けることにより、下期の

予想売上高は達成可能な範囲であると予想しているため、通期では 千円引下げております。 

 一方、利益面におきましては、自社サービスの販売を積極的に行うことで売上総利益率を向上させるとともに、

引き続きソリューションの有効活用と経費削減に取り組んでまいりますので、営業利益、経常利益につきまして

は、前回公表数字と同額と予想しております。また、当期純利益につきましては、投資有価証券評価損 千円

を計上したことに伴い、 千円引下げております。 

 なお、平成22年５月７日に公表いたしました通期の業績予想について、平成22年10月29日公表の「業績予想の修

正に関するお知らせ」において修正しております。詳細は同資料をご参照ください。 

 また、平成22年５月７日の決算短信で発表しました通期の業績予想との差異は以下のとおりであります。 

（通期） 

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理  

 固定資産の減価償却費の算定方法  

 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

② 特有の会計処理  

 該当事項はありません。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用してお

ります。 

 これによる、当第２四半期累計期間の営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える影響は軽微であり

ます。  

100,436

100,000

6,474

8,000

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  千円 千円 千円 千円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 1,280,000 30,000 29,000 28,000 864 20 

今回修正予想（Ｂ） 1,180,000 30,000 29,000 20,000 617 28 

増減額（Ｂ－Ａ） △100,000 － － △8,000 －   

増減率（％） △7.8 － － △28.6 －   

前期実績 1,166,106 △23,767 △28,360 △31,788 △1,086 40 

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 376,125 292,579

売掛金 140,678 362,293

商品及び製品 1,632 4,335

仕掛品 8,824 2,022

原材料及び貯蔵品 1,310 －

前渡金 7,852 3,686

前払費用 17,599 15,071

未収入金 45 12,148

その他 － 136

流動資産合計 554,069 692,273

固定資産   

有形固定資産   

建物 53,342 42,738

減価償却累計額 △20,054 △16,935

建物（純額） 33,287 25,802

車両運搬具 2,735 2,735

減価償却累計額 △2,386 △2,319

車両運搬具（純額） 349 416

工具、器具及び備品 67,271 59,515

減価償却累計額 △50,344 △47,290

工具、器具及び備品（純額） 16,927 12,224

有形固定資産合計 50,564 38,443

無形固定資産   

ソフトウエア 63,417 77,825

電話加入権 241 241

無形固定資産合計 63,658 78,067

投資その他の資産   

投資有価証券 4,041 8,191

長期前払費用 171 245

差入保証金 58,666 59,066

投資その他の資産合計 62,879 67,502

固定資産合計 177,103 184,013

資産合計 731,172 876,287
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 68,396 175,230

未払金 7,239 9,402

未払費用 18,218 16,092

未払法人税等 1,983 3,389

未払消費税等 2,114 7,150

前受金 81,158 55,710

預り金 2,251 2,136

賞与引当金 21,544 18,178

流動負債合計 202,906 287,291

固定負債   

長期未払金 － 534

資産除去債務 2,746 －

繰延税金負債 902 －

固定負債合計 3,648 534

負債合計 206,554 287,826

純資産の部   

株主資本   

資本金 410,550 410,550

資本剰余金 387,550 387,550

利益剰余金 △273,409 △207,241

株主資本合計 524,690 590,858

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △72 △2,397

評価・換算差額等合計 △72 △2,397

純資産合計 524,618 588,460

負債純資産合計 731,172 876,287
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 519,623 456,563

売上原価 378,294 317,656

売上総利益 141,329 138,907

販売費及び一般管理費 218,055 196,756

営業損失（△） △76,726 △57,849

営業外収益   

受取利息 121 55

受取配当金 2 4

受取手数料 79 113

その他 0 0

営業外収益合計 205 174

営業外費用   

支払利息 190 129

為替差損 － 3

営業外費用合計 190 132

経常損失（△） △76,712 △57,807

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 297

固定資産除却損 － 52

投資有価証券評価損 － 6,474

特別損失合計 － 6,825

税引前四半期純損失（△） △76,712 △64,632

法人税、住民税及び事業税 575 632

法人税等調整額 － 902

法人税等合計 575 1,534

四半期純損失（△） △77,287 △66,167
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（第２四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 312,368 249,650

売上原価 227,550 165,926

売上総利益 84,818 83,723

販売費及び一般管理費 100,377 90,213

営業損失（△） △15,558 △6,489

営業外収益   

受取利息 69 37

受取手数料 79 113

その他 0 0

営業外収益合計 150 151

営業外費用   

支払利息 64 64

為替差損 － 1

営業外費用合計 64 66

経常損失（△） △15,473 △6,404

特別損失   

投資有価証券評価損 － 6,474

特別損失合計 － 6,474

税引前四半期純損失（△） △15,473 △12,879

法人税、住民税及び事業税 232 328

法人税等調整額 － △41

法人税等合計 232 287

四半期純損失（△） △15,705 △13,166
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △76,712 △64,632

減価償却費 25,296 24,116

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,117 3,365

受取利息及び受取配当金 △124 △60

支払利息 190 129

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 297

固定資産除却損 － 52

投資有価証券評価損益（△は益） － 6,474

売上債権の増減額（△は増加） 121,574 221,615

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,791 △5,408

仕入債務の増減額（△は減少） △68,450 △106,834

前受金の増減額（△は減少） 18,178 25,447

その他 △10,607 △12,205

小計 15,254 92,356

利息及び配当金の受取額 124 60

利息の支払額 △129 △129

法人税等の支払額 △1,215 △1,306

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,034 90,980

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,771 △14,833

無形固定資産の取得による支出 △3,079 △3,444

差入保証金の差入による支出 － △103

差入保証金の回収による収入 － 12,551

その他 30 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,821 △5,829

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △50,000 －

割賦債務の返済による支出 △1,604 △1,604

財務活動によるキャッシュ・フロー △51,604 △1,604

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △42,391 83,546

現金及び現金同等物の期首残高 326,940 292,579

現金及び現金同等物の四半期末残高 284,548 376,125
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 該当事項はありません。  

  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離可能な財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は東西事業本部において、マネージド・セキュリティ・サポート・プロバイダー事業（以下、ＭＳＳＰ事業）

及びログ・アナリシス・プロバイダー事業（以下、ＬＡＰ事業）の２つの事業を柱とし、取り扱う製品・サービスに

ついて国内の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しているため、当社は、「ＭＳＳＰ事業」及び「ＬＡＰ事業」

の２つを報告セグメントとしております。 

「ＭＳＳＰ事業」は、24時間365日お客様のネットワークセキュリティシステムを常に安全で効果的に機能させる

ために、システムの設計・構築から導入後の運用管理までをトータルに提供する事業で、「ＬＡＰ事業」はインター

ネットサーバーやネットワークデバイスから出力されるログを様々な角度から分析する事業であります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）１．セグメント損失の調整額△23,770千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、全社費

用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

（追加情報） 

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。   

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：千円）

  

  
ＭＳＳＰ ＬＡＰ 合計 

調整額 
（注）１  

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高           

外部顧客への売上高 378,495 78,067 456,563 － 456,563 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － － 

計 378,495 78,067 456,563 － 456,563 

セグメント損失（△） △27,150 △6,928 △34,078 △23,770 △57,849 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

㈱セキュアヴェイル（3042）平成23年３月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

- 9 -


	H22.9決算短信（サマリー）.pdf
	H22.9決算短信（定性的情報）.pdf

